
１　ＰＬＡＮ（目的・概要）

２　ＤＯ（実施）

３　ＣＨＥＣＫ（検証）

効
率
性

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　　

コスト 備考（費用の増減理由等）平均29年度28年度単位 30年度

5,084 ※費用の増減については各年度予算（確保）額による

38,32167,263千円

5,192

35,390

5,255

40,645

12,310

43,51372,501合計 17,394

28年度指標名

千円

指標の説明・目標値の考え方 外部要因

防舷材補修等工事 の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100

※特Ａ、指摘（国有：実地検査）及び増設等（当該年度施工)の防舷材を対
象とする

港湾施設
実地監査、
利用者要
望

83.5

事業進捗状況（30年度）

85.0

中間目標 30

コード

連携課

平成

30年度

連携課

物流・産業

事業費

千円人件費

100

29年度

実績

5,238

81.3

対象（誰・何を）

意図（どういう
状態にしたいか）

維持管理（設置、交換、補修）することにより、船舶が安全に係留できるようにします。
目的

概要

活動内容

名古屋港の公共岸壁における防舷材について調査・点検（年次）を行い、経年劣化など
による損傷・不良個所を補修します。

事務事業評価シート

政策名

対象事業年度

施策名

事務事業名

年度30

国際・国内海上輸送機能の強化

水域施設・係留施設の管理・運営

100100100

　　目標値を上回る　　　　　　目標値どおり
　　目標値をやや下回る　　　目標値を下回る

（参考）

　　　　　　×100

評価

事業進捗状況（30年度）

目標

実績

有
効
性

本組合が関与し、どうしてもやらなければな
らない事業か？

最小のコストとなっているか？

目標の達成度に対する評価
 (外部要因等を踏まえた）

○

　昨年度同様、目標値をやや下回りましたが、毎年度の防舷材調査から船舶の接岸に際し、支障ある防舷材
について順次補修を行い、岸壁としての健全率を上げていきます。

補修が必要な防舷材は年々増加しており、その対応も計画的に維持補
修を行なっていく必要があります。

港湾施設に維持管理に係る港湾施設等アセットマネジメント推進計画
に基づき、施設の利用頻度や損傷具合により、優先順位を付けなが
ら、維持管理を行っていきます。

課題 令和元年度以降の取組

△

事業規模や対象範囲は利用者ニーズや社
会環境にあっているか？

期待どおりの成果が得られているか？

事務事業は、施策達成に貢献するか？ ○

必
要
性

関連
シート

岸壁の防舷材

平成30年度は金城ふ頭W55～W57・W77・W78の損傷している防舷材16基を撤去し、新し
い防舷材の設置を行いました。(補正予算分のW58・W59についても来年度施工予定)

目標

必要性・有効性・効率性の検証

公共全岸壁における防舷材
の健全率（％）

（単年度管理型）

評価に関する説明

責任者責任者

事業推進課、維持管理担当、港湾工事事

務所、工事課、港湾管理事務所

実施義務   　　 有        無

事業
期間

昭和26年度～継続

根拠
法令等

港湾法
港湾施設条例

多くの港湾施設が、その経年劣化から老朽化してきている状況の中、予算面からも目標の達成までは
困難状況ですが、維持管理計画に基づく港湾施設の機能維持は今後も必要な事業です。

補修に際しては、利用頻度や損傷具合により、優先順位を付けるなど、必要最低限の費用で実施し、最大限の効
果を目指します。損傷に係る原因者が判明している場合は、原因者に負担を求めています。

港湾管理者は港湾施設を良好な状態に維持する必要があり、利用者からも良好な維持管理が求めら
れています。

○

○

（経）施01事06

港営部
海務課長

052-654-7883連絡先

その他経常業

修復が必要と判断した防舷材本数
-------------------------------------------------

全防舷材本数（公共）

1883

-----------

2256


